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当科におけるビスフォスフォネート投与患者の口腔内の   
状況とビスフォスフォネート関連顎骨壊死に対する調査  
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当科におけるビスフォスフォネート投与患者の口腔内の状況とビスフォスフォネート関連顎骨壊死に対する調査  
置後の経過を調査した。  



























2．）。   
投与期間としては、最長が5年1カ月、最短  
は1カ月であり、3年以上の長期投与症例は2  




















































































































































































































・当科におけるビスフォスフォネート製剤投与   
患者の動向や背景を調べた。  
・当科溜介41症例中、BRONJが1例、抜歯   
後治癒異常が2例であった。  
・ビスフォスフォネート投与以外のBRONJや   
抜歯後治癒異常のリスク因子は骨粗索症と多   
発性骨髄腫が多い。  
・BRONJ及び抜歯後治癒異常発生予防には投   
与前スクリーニング、歯科処置や投与後の定   
期的口腔ケアが重要であると考えられる。  
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図5．BP製剤投与以外のリスク因子   
紹介患者の疾患別のBP製剤投与以外のリスク因子としては高齢者28例、  
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写真2．症例2の口腔内写真   
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写真3．症例3の口腔内写真   
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